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出席 50 ％ 定期試験 50 ％

レポート 0 ％ その他 0 ％

参考図書

必要教材（使用予定機材）

学生からの質問受付E-mailアドレス（可能な場合のみ） 備　考　欄

評定方法

指定教科書
・演習消費税法　令和5年度版 清文社

学習上の留意点
１．常に理論サブノートを携帯し、基礎理論の学習に努めてもらいたい。
２．計算問題は、反復練習を繰り返すことにより効果が上がる。

計算問題を中心とする
後期試験

中間申告
課のみ　非のみ　共通の区分
課税売上割合、みなし譲渡
調整固定資産　簡易課税制度

国等、理論解説　計算問題を中心とする

前期試験

夏期休暇

消費税法概要　課税売上割合９５％以上時の計算方
法

授業担当者の実務経験について

木上かおる税理士事務所代表（税理士）として，一般社団法人や特定非営利活動法人（NPO法人）の設立と
運営について取り組む。また，外資系翻訳企業の経理・総務責任者としても勤務した経歴があり，企業の
経理実務に精通している。

関西経理専門学校　2023年度　講義要項

科目名 担当講師名 開講期間

消 費 税 法 木 上 か お る 後期

講義の目的および概要
全経　消費税法1級取得を目指し、基礎的な計算問題の学習に始まり、国家試験合格までの直前対策、模擬テストまで
体系的に学習することを目的とする。

講義のテーマ
１．消費税の概要と取引の仕組み　２．課税の対象と納税義務者　３．資産の譲渡等の時期、納税地
４．標準課税及び税率　５．税額控除　６．中間申告

授業展開・ライセンス取得および指導要領 検定試験の種類


